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資　　　　料

家蠶の化性決定に關する假説

山口定次郞

渡襯士膿に催榊並に飼育‘ゆ温度と越年卵及不越年卵の生脚蹴き喬蜘に研究され・

外山博士の提唱せられたる「化性攣佑の時期は中胚葉よ’り班殖緬胞が分離形成さるる時期なり」

との詮に一致する旨を述べ．f餅罎青中と飼育rl」とでは温度の高低が化性攣化に及ぼす影響は全

然正反射なる事を報告してゐる。邑ll濫度が二段に作用する事を述べ玄玄に「抑制質」の存窪を仮

定し一化慧の傷合に此の物質を生じ易く二化慧の傷含生じ難い事を認めてゐる。

　又梅谷博士は獄兇に於ける卵集移植並に浩き時代の蝸に於ける血液移注の實駒に域功し甦よ

り「化性決定素」なる物質の存在を假定してil）る。

　更に叉木暮博士は催青並に飼育中に於ける光綜が化性の攣化に及ぼす作用を蓮ペー般に明催

膏は越年卵を、暗催晋は不越年卵を生する現象を指摘してゐる。

　而して之等の事實より梅谷氏は化性決定に就ては之を二段に考へ，

　第一段va　一化獄の瘍合には高濃度や光線或は漁度等が催膏期中の胚子叉は稚獄の体細胞を刺

戟し．化隊定素なる物質一高灘肯や光繍蹄の結果僻碗力・可徽され℃卵細順の醤

養分の溶解性を不溶解性たらしむる物質で渡擾氏の抑制質に相當する一の分泌を促進する様

になり、獄体内血液中に充満し蝕に獄兇は一化獄としての体質を備へる様になるに反し、二化

獄に於ては催青温度叉は曙催青により斯る物質の分泌を起さす、爲に獄兇の血液中には斯る物

質の存在する事なく、そのまま二化獄とじでの体質を備へるに至る。

　次に第二段に於ては一化獄の体内の血液中に充満してゐる次定素が卵細胞の増末する上籏後

に於てその卵細胞内IC移行し行き累積し蝕に卵細胞の螢養分を不溶解1生とする故に越年種とな

リイ臓が凝レニ化箪で雌の顧がなき爲に卵の細胞はその岱踏側続撫し膨曜育
を績け．爲に不越年種となつて表はれるのであると述べてゐる。

　何れにしても渡擾博士も梅谷博士も抑制質又は化畠1生決定素なる名稻の下に或一物質を假定し

て詮朋をしてゐる。　　　　　　　　　1

　伺螢養質の溶郷作用に關しては、三浦英太郎氏は人工的の化憔攣化邸人工購i化の原理に就き

雛せられr人工靴は勲鹸の溶膿能畷凱つつあ脚蝋於圃切なる靴蝿を
施すことにより⊂a）卵内馨養休が直接之を感受し溶解体（吸牧態㊧意）にll専化するの外、（b）．

胚子も亦之を感受して溶解機能を興進し之によりて螢養の溶解を促進し獲育し卿化するもの

紗」としψる・更畷子嘆養とのtSll係瞳て・「胚子は灘の謝璽塵可して鵬すL從

つて胚子が醤養の溶解に關係なく箪に受重L的立傷に於て螢養に亥配されて獲育せしめらるると

いふ梅谷・氏の訟に更に上記の事項を附記せねばならぬと述べてゐる。

　然るに最近木暮1導壬（1933）は、「光線並に澱度の家鷲二三形質に及ぼす影響」なる研究に於
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て、特に光線並に温度と化性との關係に就き詳細に研究せられ、卵色と越年如何との關係より

卵の色は之を濃着色卵と淡蒲色卵に輝別してゐる。而して蕾色現象は眞の意味の越年不越年と

別個に考へるべきであるとし、化性攣化に封しては梅谷渡遊爾氏とは別な假論を試みられてゐ

る。今蝕に木暮氏の化性蟹化の理論的読明に關し詳細なる實験結果は之を省略して簡軍にその

大要に就て述べてみやう。

氏は、卵色と化臆就き濃着色卵及淡着色卵の生嵐光線の鰍影響・濃淡着色卵の混合蛾

mo一の生臨濃着色卵と淡馳卵との色調の階紘濃着色卵中不越年卵の生成、淡着色卵中の越

年卵の生成等の實験より、卵には濃着色卵と淡着色卵と二種あるが、濃着色卵必すしも越年性

にあらす叉淡着色卵必ずしも不越年性でないとの見解を下し、化性決定に關して二つの物質の

存在を假定してゐる。帥化性の決定に與る物質を二つとし一を第一一・Pt年物質⊂Fiエs七hibernft，　七ion

8u1）stance）他を第二越年物質（Secoud　hibema七ion　substa℃ce）と命名した。

　　　1。第一越年物質
之は獄卵の濃艶卵と淡馳卵との生域畷る獺砺つて灘氏の獅1鰍梅欲の化性

決定素と同一物質である。而して各化性獄を材料として行つだ濃着色卵及淡着色卵生成に關す

る結果を一括すると。

　（1）二化鑓は催膏中28・C屠，と24。C朋の傷合は飼育中並に婦期中の温度如何に拘らす

濃着色卵のみを生じ、15。C催青の揚合は淡着色卵のみを生する。然し20°C暗・15°C明催

青の場合は稚慧期が高盗で光線照射を行ひ且肚慧期蝸期を低温で光線遮噺を行つfe場合にはそ

の反封の條件の瘍合に比し濃着色卵が甚しく多くなる。

　（2）’四化獄の場合も夫体二化慧と同一傾向を辿る。

（3）一化獄の場合は15・cの剛μ重青の場禽に限つて稚獄期高漁光系羅倣雌期以後の

低湘、光線遮蜥のものは其の反劃に取扱つ疫傷合に比し淡着色卵を翰多く生する。而して如何

なる催青（10「°C以ヒの明及20°C以」二の暗）の傷合にも淡着色卵が出ない。

　帥光線並に漉度の如何が第一越年物質の生域澱に盤異を生するもので之が卵の色に攣化を輿

へるものである。而して二化及四化翻の瘍合中間程度（20’C噌及15°C明）の催青の時はrll聞

程度の量の第一越年物質が生慶されるのみである。爲に飼育rF磁に一ヒ籏以後の光線と温度の如

何によつてその量の糟城を生じ、その結果濃着色卵蛾匠の割合に差を生するのであるり而して

第一越年物質は催青並に稚獄中蓄積されるが批翻期以後に於ける高灘は、此の物質を破壌する

ものなるぺくこの際の低溜に就ては渡魁氏の詮の如く抑制質を増加するといふ事はなく軍に稚

搬期以前に田豪た該物質の量をそのまま保つに役立つものであると考へたV・。而して獄卵の越

年性、不越年性といふものは此の第一越年物質の量の多少により大休は決定されるものであら

ふと述べてゐる0

　　　2．第二越年物質

　之は濃着色卵を不越年性にし充り、淡蒲色卵を越年したりする性質の物質を假定したので此

の物質の生成は輔期以後の温度の高低に開係がある。而して濃着色卵中の不越年卵、淡着色卵

内の越年卵の出現は各化性貿によつて異るものである。

　濃蒼色卵中不越年卵の出現

　（1）二化慧では蜥期を低温としたものは高淵保護のものに比し，3ζ産下後は高温申に置V・た

ものは低温中に於いたものに比し不越無卵が多く出る。此の場合一割の卵を不越年たらしめ得

る。

　（2）　一化獄は二化獄と全く同様である。

　（3）四化鷲は蝸期中の温度の關係が二化獄と反封で産下後は之と同一傾向である。毘P踊期並
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に産下後を高湘であればある程釜々多くの不越年卵を生じ、時に全部不越年とする事もHt來る。

　次に濃着色中越年卵の出現に就て見ると矢張り各化性翻によつで異なる。

　（1）二化獄融而期を高混、産下後を低盗で取扱つた瘍合に多い。但し此の傷合には淡藩色卵

の五割以上を越年せしめ得る事も稀でな＞b。

　（2）　一化獄も宥と塗く同様である。

　（3）四化獄は輔期中の湘度の影響が二化獄とは全く反封であるが塵産下後は同一傾尚である

然し此の場合には輔期を低温で鷹下後も矢張り低湘で扱つても極少数の卵が越年するのみで

ある。

　而して淡着色卵中にも樋々の階級の色調卵が出るが之も第二越年卵物質の量の多少によるも

のとし此の中蒲色の濃厚のものに越年するものが多い事を認めてゐる。樹3ζ濃着色卵の蕩合に

は第二越年物質が色調の濃淡を司らぬは第一越年物質が第二越年物質の現す卑を抑制してしま

ふ爲である。

最後に氏は各化性獄の特徴を第一及第二越年物質の堂により次の様に分けてゐる。

　　　　　　　　　　　　錐一年物質　　　　第二越年物質

　　　一　化　獄　　　　　　1多　　量　　　　　　多　　壷

・　ご化翻　 少量　 多量
　　　四化獄　 少量　 少量

　以上により大休朋なる如く化性の決定に就ては、渡遽氏、，梅谷氏は、夫々抑制質、叉は化性

次定素なる一つの物質の存在を假定して読明し、木暮氏ば第一越年物質並に第二越年物質の存

梅を假説してゐるが、何れにしても第一段には催膏より稚薇の闇、及第二段には批獄期以後に

於て外界の影響を受けるものの如くであるが就中第一段に於て大部分が次定されるものと兇る

べきであらふ。

植物の透覗標本製作に就いて

　本法は杉本唯三氏（理學界32強2號）磯表によるものである。

　（1）透　明　液

　8％内外の苛性力哩水溶液にその容積の1．OO分の5内外の強アンモ＝ア水をIJIIへ掩搾し濾

過す。この液に透覗せんとする標本を入れて1日内至10日以と漬浸す（簿きもの叉小形のもの

は少く、大形叉はコルク暦のあるものは長く）而して漸次傘透明となる。液は汚れ充ら取換へる。

　（2）水　　洗

　透明液を捨てて溝水にて良く洗ふ、流水にて30分闇位淡ふと良いo　　　　・　1

　（3）漂　　白

　次に材料を取爾し過酸化水素液に浸漬するG充分白化する迄漂白する。白化期聞は材料に依

り1乃至3日間とす。

　（4）水　　洗

　白化せるものは簡輩に水洗する。
　（5）　　　月匡占　　　　　　フJく

　脱水にはaleoholを用ひる。漸次30より100迄％を」：げる。而して完全に醗水する。不

完全なる時は白〔乱に止り透明にならづ㌔　　　　　　　　　　　『’


